
　浜田医療センターでは、島根県ナースセンター事
業の委託を受け、毎年中学生・高校生を対象に「一日
看護師体験」を実施しています。「一日看護師体験」
を通して、中学生・高校生に看護の心や看護職への
関心を高めてもらい、ひとりでも多くの生徒に看護
職を目指してもらうことを目的としています。
　今年は平成28年7月27日に大田～益田地区から
11校の中学生・高校生34名の参加がありました。私
は初めて担当として関わらせて頂きました。
午前中は附属看護学校内で、1．手洗い体験　2．手
浴体験　3．妊婦体験　4．老人体験　5．浜田医療セ
ンターと附属看護学校の紹介を行いました。
　手洗い体験では、手洗い前後の手をチェッカーで
見て、汚れの程度や手洗いの効果と大切さを認識し
ました。老人体験では、高齢者と介護者両方の大変
さを実感できました。
　午後は各病棟に分かれて、車椅子・ストレッ
チャー体験や足浴体験を行いました。患者役・看護
師役に分かれ生徒同士で車椅子やストレッチャー

の移送をしたり、入浴できない患者さんの足を洗い
ました。体験後に生徒は「車椅子やストレッチャー
を動かすのは難しい」「安全に患者さんを怖がらせ
ないように移動することを知れた」「患者さんの足
を洗った時、喜んでもらえて嬉しかった」と笑顔で
話してくれました。
　また、病棟で働く看護師の姿を見て「いつも笑顔
で優しい」「大変そうだけどやりがいのある仕事」
「声掛けや気遣いなど患者さんのことをよく考えて
いる」などの感想がありました。
　今回「一日看護師体験」を通して、中学生・高校生
のみなさんは、たくさんのことに気づき、一緒に参
加した他校の生徒とも仲良く協力して取り組む姿
が見られました。そして「看護師や助産師になりた
い」「違う職業につきたいと思っていたけど、看護師
に興味を持った」という話を聴くことができ、嬉し
く思いました。これからも看護師の仕事を知って頂
く機会になるような看護師体験活動を行っていき
たいと思います。

参加した中学生・高校生からの声

▲

普段体験できないことができていい経験になった。

▲

手洗い体験では、自分の手の汚れにびっくりした。

▲

初めてストレッチャーに乗った。周りや足元が見えず
怖かった。

▲

患者・看護師の両方の気持ちになり体験することが出
来た。

▲

看護師は命を助ける仕事で素晴らしい仕事だと思う。

▲

看護師の仕事を間近で見て知ることが出来て良
かった。

▲

看護学校は、設備が整っていてきれいで学びやすそ
うだと思った。

▲

病院が隣にあり、実習場所が近くていいと思った。

一日看護師体験メニュー

● 手浴体験　● 手洗い体験
● 老人体験　● 妊婦体験　　　
● 浜田医療センターと看護学校の紹介

午　前 看護学校にて

● 車椅子･ストレッチャーの移送体験
● 血圧測定　● 足浴・手浴体験
● リハビリ見学

午　後 各病棟にて

副看護師長   波田野  真弥

「中学生・高校生の
　一日看護師体験」を実施して

固定チームナーシング
　「島根地方会2016」の開催

看護部長   矢野  糸枝

　2016年６月25日固定チームナーシング研究集会第
19回島根地方会を当院で開催しました。当院は、この地
方会に2003年から参加し、現在は済生会江津総合病院
と益田赤十字病院と協力体制で行っています。当日の参
加者は、広島県や山口県を含む14施設から182名でし
た。

　看護ケアシステムの選択は、看護部の重要な課題の一
つです。固定チームナーシングはチームを固定します。こ
れには賛否両論です。また、当院の看護師離職率や看護師
の若年化を受け、新しい看護ケアシステム導入選択の時
期かと悩む中で、2015年に第19回日本看護管理学会学
術集会のパネルディスカッションⅠ、看護ケア提供シス
テムをどうするか―看護管理者の選択―と題した発表を
聴講しました。演者は、叶谷由佳（横浜市立大学医学部看
護学科老年看護学）、西元勝子（固定チームナーシング研
究所）、橘幸子（福井医療短期大学看護学科）、筧淳夫（工学
院大学建築学部）。座長は、武村雪絵（東京大学大学院医学
系研究科看護管理学分野）、柳橋礼子（聖路加国際病院）で
した。
　発表の中で、筧淳夫氏が、医療安全の視点からみる世界
の１病棟あたり病床数を提示しました。国際的にいわゆ
る先進国では、１病棟30～40床以下が大半を占める。日
本は50～60床が多い。医療安全の視点では、安全が守れ
る病床数は30床以下だと説明がありました。また、聖路
加国際大学井部俊子氏から、「発表では、システム変更で
得たものが超過勤務の縮減や看護師の離職に焦点があて
られている。どちらの看護ケアシステムであっても、その
目的は看護の質を担保して質の高い看護を提供するため
ではないか。それが述べられないところに問題がある。」
と発言がありました。
　学会の聴講で、固定チームナーシングの目的である患
者に責任を持った継続看護の提供と看護スタッフの育成
を再認識し、チームの固定が医療安全の視点から妥当で
あると理解できました。早速、固定チームナーシングの継
続に向け、看護実践の道具でもある看護ケアシステムを
上手に使うために、教育計画に講義と事例発表を追加し
ました。
　第19回島根地方会のテーマは、「患者のよりよい変化
をめざす固定チームナーシング～生活者としての患者を
支えるチーム活動～」としました。これは、地域完結型医
療推進に伴い日々の看護実践で生活者として患者を支え

るチーム活動の重要性を実感する中で選択したテーマで
す。
　午前中は５施設の事例発表に対する質疑応答の後、西
元勝子先生から１題ごとに実践レベルでの指導を受け、
午後は「生活者としての患者を支えるチーム活動」のテー
マで、杉野元子先生と固定チームナーシング認定指導者
島田則子先生による司会進行でシンポジウムを実施しま
した。急性期病棟、外来、地域包括ケア病棟における看護
場面からの発表と西元勝子先生に「生活者として患者を
支える固定チームナーシング」と題してご発表いただき
ました。その後、発表を踏まえ、25グループに分かれて３
人の先生を交えたディスカッションで活発な意見交換を
しました。
　事例発表、シンポジウム、グループワークと大変欲張り
な運営でしたが、予定時間で終了しました。また、当院看
護スタッフによる会場の準備から後片付けは非常にス
マートな展開で感激しました。
　終了後のアンケート調査では、142名中136名（95％）
から、今回の研修が日々の実践に役立つと回答がありま
した。
　地域における他施設との交流を大切にしながら、看護
の質を担保して質の高い看護を提供するために看護部一
同での取り組みをを継続して行きたいと考えています。
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